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漁船の燃料消費量削減に向けて 
 

漁業生産工学部 
 

研究の背景・目的 
漁船漁業の省エネルギー化のためには、燃料油消費量を知り、操船方法を工夫することが

重要です。これまでの研究成果から船速を落とすことで燃料消費量を削減できることがわかっ

ています。しかし減速航行による省エネ効果を実感することは困難でした。漁業現場から燃料

消費量をリアルタイムに確認できる装置と、減速航行の効果が計算できるソフトウエアが求め

られていました。 

 

研究成果 
燃料消費量をリアルタイムに知ることが「見える化装置」（図１）を開発しました。本装置は、

船速、機関回転数、燃料消費量を１つの画面で表示できます。また、漁船のサイズやエンジン

仕様等を入力することで燃料削減量や節約金額を試算できる計算ソフト「Dr.省エネ」を開発し

ました（図２）。 

波及効果 
「見える化装置」は、平成 28 年 7 月現在 9 隻の漁船に搭載され活用されています。「Dr.省エ

ネ」を漁業現場で多くの漁業者に利用されています。「Dr.省エネ」は、下記のアドレスからスマ

ートフォン、携帯電話、PC などで利用できます。         
http://ecofish.fra.go.jp/ 二次元バーコード→ 

 
図１「見える化」装置                図２「Dr.省エネ」を利用した 

節約効果の試算結果 
 

                     （漁船工学グループ：溝口弘泰・松田秋彦・長谷川勝男） 
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